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究では、Japan Diabetes Complications Study (JDCS)より、2型糖尿病患者における食事摂取中の塩分摂取
量と糖尿病合併症発症リスクについて、縦断的に検討を行った。 
 (対象と方法)   
 対象者は、全国の糖尿病専門医療機関 59 施設に通院中の、糖尿病合併症の見られない、HbA1c値が
国際基準値で6.5%以上の40-70歳の2型糖尿病患者1,588名とした。1996年のベースライン調査として、





比を算出した。解析には SAS ver.9.1を用いた。 
 (結果)  
 ベースライン調査における対象者の平均年齢は 59 歳であり、平均罹病期間は 11年、平均 HbA1c値
は 7.9%であった。四分位における塩分摂取量の平均値は、それぞれ Q1: 2.8g/日、Q2: 3.8g/日, Q3: 4.5g/
日, Q4: 5.9g/日であった。また、観察期間中の各合併症の発症者は、心血管疾患: 132名、腎症: 83名、網
膜症: 285名であり、総死亡: 75名であった。ベースライン時の塩分摂取量と収縮期血圧および拡張期血
圧には、有意な関連性は見られなかった（それぞれ、p for trend= 0.76, 0.66）。一方で、塩分摂取量の多
い者はアルコール摂取量が多く（Q1: 82.0g/日、Q2: 76.3g/日, Q3: 91.2g/日, Q4: 107.7g/日, p for trend= 0.01）、
エネルギー摂取量が多い傾向（Q1: 1469.5g/日, Q2: 1644.8g/日, Q3: 1828.5g/日, Q4: 2012.2g/日, p for trend< 
0.01）が見られた。8 年後の合併症発症リスクとしては、心血管疾患発症リスクにおいて、塩分摂取量
の増加とともに有意なリスク増加が見られた（ハザード比(HR)  [95%信頼区間(95%CI)]はそれぞれ、 
Q2: 1.73 [1.00-3.00], Q3: 1.58 [0.88-2.84], Q4: 2.17 [1.21-3.970], p for trend=0.02）。更に、HbA1c値が 9%未
満の者と比較して、HbA1c 値が 9%以上の者は、塩分摂取量の最も多い群における心血管疾患発症リス
クが高値となった(HR [95%CI]はそれぞれ、1.16 [0.56-2.39], 9.91 [2.66-36.87], interaction p< 0.01)。腎症・
網膜症・総死亡については、塩分摂取量との間に有意な関連性は見られなかった（それぞれ、p for trend= 
0.88, 0.55, 0.36）。 
















 平成 26 年 12 月 25 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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